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1）昭和57年9月 

町 の 人 口 

（昭和57年7月31日現在） 

前月比較 

男 3,953 (+14 ) 

女 4,260 (+12 ) 

+ 8,213 (+26 ) 

世帯主2, 6 7 6 (+ 2 ) 

口
反
 

成
人
お
め
で
と
う
 

九
十
一
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
 

8
月
 15
 

日
、
午
前
9
時
か
ら
町
民
体
 

育
館
で
、
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

本
年
度
は
 91
 

人
が
新
し
く
大
人
の
仲
 

間
入
り
を
し
ま
し
た
。
 

真
夏
の
成
人
式
は
軽
装
で
出
席
で
き
 

る
、
ま
た
お
盆
は
式
の
出
席
率
が
高
い
 

の
で
、
当
町
で
は
昭
和
 45
 

年
か
ら
、
8
 

月
 15
 

日
に
成
人
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

成
人
式
で
は
、
稲
富
教
育
長
、
山
口
 

議
長
の
祝
詞
の
あ
と
、
中
島
町
長
か
ら
 

「
理
屈
ぬ
き
で
信
頼
で
き
る
友
達
を
大
 

切
に
、
又
夢
を
持
っ
て
皆
さ
ん
方
の
若
 

さ
を
大
切
に
し
て
、
悔
い
な
い
人
生
を
 

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
祝
福
の
言
 

葉
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
成
人
代
表
 

鉄谷夏江さん「誓いの言葉」 

ノノ 26 24 23 20 19 ⑩ 5 
日 日 日 日 日 日 日 

の
鉄
谷
夏
江
さ
ん
が
「
一
回
し
か
巡
り
 

あ
え
な
い
成
人
式
を
迎
え
感
激
、
責
任
 

と
、
自
信
と
勇
気
を
も
っ
て
民
主
社
会
 

建
設
の
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
 

と
力
強
く
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
記
念
講
演
で
は
、
成
人
と
 

し
て
あ
な
た
に
望
む
と
題
し
て
、
粕
屋
 

郡
須
恵
町
公
民
館
長
、
永
島
正
夫
氏
か
 

ら
、
「
仕
事
に
全
力
を
つ
く
せ
、
人
か
 

ら
使
わ
れ
や
す
い
人
間
に
な
れ
、
あ
い
 

さ
つ
が
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
を
つ
く
 

る
、
心
の
中
に
尊
敬
す
る
人
物
を
描
け
 

先
輩
を
た
て
物
腰
の
低
い
人
間
に
な
 

れ
」
な
ど
人
生
の
指
針
と
な
る
す
ば
ら
 

し
い
お
話
し
が
約
一
時
間
あ
り
、
最
後
 

に
町
青
年
団
と
の
交
歓
会
で
、
全
員
輪
 

に
な
っ
て
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
 

楽
し
み
ま
し
た
。
 

9
月
の
こ
よ
み
と
催
し
 

1
日
 

防
災
の
日
 

二
百
十
日
 

町
民
囲
碁
大
会
 

敬
老
の
日
 
老
人
福
祉
週
間
 

町
民
運
動
会
 

航
空
の
日
 

動
物
愛
護
週
間
 

秋
分
の
日
 

結
核
予
防
週
間
 

方
城
中
学
校
運
動
会
 

社
会
人
野
球
大
会
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同
和
問
題
で
街
頭
啓
発
 

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
が
ス
タ
ー
 

ト
し
た
7

月
1

日
、
町
内
6

カ
所
で
町
 

三
役
、
正
副
議
長
、
学
校
長
、
課
長
、
 

課
長
補
佐
、
連
協
役
員
等
が
街
頭
啓
発
 

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

伊
方
八
幡
町
の
交
叉
点
で
は
、
山
口
 

議
長
さ
ん
た
ち
が
、
道
行
く
人
た
ち
に
 

「
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
と
 

認
識
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。
 

行
政
職
員
研
修
会
 

「
同
和
問
題
と
行
政
の
 

か
か
わ
り
」
 

講
師
 

吉

尾

 

作

氏

 7月12日 中央公民館 

講

演

会

 

「
最
近
の
差
別
事
件
と
 

社
会
啓
発
の
証
明
」
 

大
阪
部
落
解
放
研
究
部
 

加

藤

敏

明

氏

 

'" 

7月15日 町民体育館 

一
 お

米
は
植
物
性
た
ん
ば
く
質
と
し
 

て
す
ぐ
れ
た
栄
養
価
を
も
っ
て
い
 

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
 

栄
養
素
か
ら
み
た
お
米
の
評
価
 

、

く

J
く
J
く
ノ
、
J
、
！
く
J
、
ノ
、
？
 

、
I
、
I
、
‘
、
ノ
、
J
、
ノ
、
？
、
1
、
I
、
ノ
‘
、
ノ
、
く
？
、
ノ
 

日
本
人
の
主
食
で
あ
る
お
米
に
は
、
 

ど
の
よ
う
な
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
る
 

で
し
ょ
う
か
。
 

日
ご
ろ
口
に
し
て
い
る
白
米
は
、
 
77
 

パ
ー
セ
ン
ト
の
デ
ン
プ
ン
（
炭
水
化
物
）
 

と
約
7

パ
ー
セ
ン
ト
の
た
ん
ぱ
く
質
が
 

主
な
成
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
 

ミ
ネ
ラ
ル
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
い
ろ
い
ろ
 

な
栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
 

う
え
、
消
化
吸
収
率
も
 98
 

パ
ー
セ
ン
ト
 

と
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
て
お
り
、
白
米
伽
 

移
当
た
り
卸
カ
ロ
リ
ー
も
の
栄
養
量
を
 

含
ん
で
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
た
ん
ぱ
 

く
質
と
い
う
と
、
肉
や
魚
を
思
い
浮
か
 

べ
ま
す
が
、
お
米
も
大
変
す
ぐ
れ
た
た
 

ん
ぱ
く
源
な
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
食
 

品
と
比
べ
て
み
る
と
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
 

秘3d 0.3% 
I放分0・6% 

I 脂JI 1 . 3%' 

ノ．にんばく質 
1 6

. 8% 

J 

(分15
. 5% 

t83 75・5% 

運
転
免
許
証
を
即
日
交
付
し
ま
す
 

県
下
四
試
験
場
で
八
月
十
一
日
か
ら
 

一
、
即
日
交
付
を
次
の
と
お
り
実
施
し
 

ま
す
。
 

H
 
実
施
日
 

か
ら
 

8
月
 11
 

日
（
水
曜
日
）
 

口
 
即
日
交
付
と
な
る
免
許
証
の
種
類
 

o 

新
規
免
許
証
 

o 

併
記
免
許
証
 

o 

再
交
付
免
許
証
 

日
 
受
付
場
所
 

o
福
岡
試
験
場
、
筑
後
試
験
場
 

筑
豊
試
験
場
 

※
北
九
州
試
験
場
に
つ
い
て
は
、
昭
和
 

57
 

年
1

月
 20
 

日
か
ら
実
施
済
 

ニ
、
試
験
日
は
次
の
と
お
り
で
す
 

o
大
型
免
許
、
普
通
免
許
、
小
型
特
 

殊
免
許
（
月
、
水
、
木
、
金
曜
日
）
 

o
自
動
二
輪
免
許
、
原
付
免
許
 

（
火
曜
日
）
 

o
大
型
特
殊
免
許
（
水
、
金
曜
日
）
 

o
け
ん
引
免
許
（
月
・
木
曜
日
）
 

o
普
通
仮
免
許
（
月
・
水
・
木
・
金
 

・
土
曜
日
）
 

※
 

大
型
・
大
特
・
け
ん
引
の
二
種
免
 

許
及
び
大
型
二
輪
免
許
は
福
岡
試
験
 

/
 

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
差
別
の
な
い
町
づ
く
り
を
 

プ
 
優
勝
お
め
で
と
う
 

プ
 

プ
 

ー
ー
十
」
ハ
チ
 
ー
ム
 
の

頂

点

に

 
プ
 

プ
 

野

添

子

ど

も

会

チ

ー

ム

プ

 

8
月
1

日
、
第
 24 

回
子
ど
も
会
ソ
フ
 

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、
野
添
子
ど
も
会
が
 

優
勝
旗
を
手
中
に
し
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
子
ど
も
の
体
育
の
向
上
 

と
、
親
ぼ
く
を
図
る
た
め
始
め
ら
れ
た
 

も
の
で
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど
 24 

回
目
に
 

な
り
ま
す
。
 

プ
レ
イ
ボ
ー
ル
時
に
は
、
 
曇
 つ
 
て
 い
 

た
空
も
昼
頃
に
は
青
空
が
雲
の
間
か
ら
 

顔
を
出
し
、
絶
好
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
 

和
と
な
り
、
参
加
し
た
 26
 

チ
ー
ム
の
選
 

手
た
ち
は
、
 
30
 

度
を
越
す
暑
さ
の
中
で
、
 

一
生
懸
命
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。
 

会
場
は
町
民
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
ニ
カ
所
 

4
一 パ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ー
第
六
回
方
城
町
民
剣
道
大
会
 

汗

を

流

し

た

八

十

五

名

 

7
月
4

日
（
日
）
第
6

回
方
城
町
民
 

剣
道
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
出
場
し
た
剣
士
た
ち
は
総
数
 

85
 

名
で
、
昨
年
の
大
会
に
比
較
す
る
と
 

18
 

名
多
く
、
年
々
剣
道
人
ロ
は
増
加
の
 

傾
向
を
た
ど
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
小
・
 

中
学
生
の
心
身
の
鍛
練
、
及
び
次
代
の
 

当
町
の
「
剣
道
指
導
者
」
 
「
剣
道
人
 

口
」
を
育
成
す
る
、
と
い
う
意
味
か
ら
 

い
っ
て
誠
に
喜
ば
し
い
傾
向
で
す
。
 

大
会
は
町
民
体
育
館
で
午
前
九
時
か
 

ら
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の
 

成
果
を
伽
パ
ー
セ
ン
ト
発
揮
、
熱
戦
が
 

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

小
学
生
の
部
 

優
 

勝
 

木
戸
 
隆
之
 

準
優
勝
 

原
田
 

亨
 

・
ー
，
.
'
f
‘・・11
●・ 

．；●…・・ー 

ー
：
●
…
・
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ー
‘
●
…
I
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・
…
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ー
・
‘
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：
●
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・
，
,
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隠

田

池

に

て

人

命

救

助

 

久

富

征

支

さ

ん

奮

闘

 

8
月
2

日、 

午
後
6
時
頃
、
久
富
征
 

支
（
久
六
団
地
 

44
 

才
）
さ
ん
は
、
隠
 

田
池
（
久
六
）
で
お
ぼ
れ
か
け
て
い
た
 

長
岡
一
美
（
中
学
二
年
）
さ
ん
を
助
け
 

ま
し
た
。
 

長
岡
さ
ん
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
中
、
 

池
に
落
ち
た
ボ
ー
ル
を
ひ
ら
お
う
と
し
 

て
誤
っ
て
池
に
落
ち
ま
し
た
。
 

同
時
刻
に
、
久
富
さ
ん
が
近
く
で
、
 

ア
ヒ
ル
を
泳
が
せ
て
い
た
の
で
す
が
 、 

図
の
よ
う
に
、
卵
を
も
っ
と
も
理
想
的
 

な
た
ん
ぱ
く
価
と
し
て
期
の
単
位
で
表
 

わ
す
と
、
お
米
の
た
ん
ぱ
く
価
は
 77
 

で
 

す
。
植
物
性
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富
な
も
 

の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
大
豆
の
た
ん
 

ぱ
く
価
は
 55
 

で
す
か
ら
、
そ
れ
を
大
き
 

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
 

お
米
は
植
物
性
食
品
で
す
が
、
動
物
 

性
食
品
の
牛
乳
や
肉
類
な
ど
と
だ
い
た
 

い
同
じ
水
準
で
す
。
そ
し
て
日
本
人
は
 

た
ん
ぱ
く
質
摂
取
量
の
約
 18
 

パ
ー
セ
ン
 

ト
を
お
米
か
ら
と
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

お
米
を
減
ら
せ
ば
、
そ
の
大
切
な
た
ん
 

ぱ
く
質
も
減
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
代
 

わ
り
に
魚
や
大
豆
製
品
な
ど
を
補
わ
な
 

け
れ
ば
健
康
は
保
て
ま
せ
ん
。
砂
糖
の
 

よ
う
に
、
糖
質
（
炭
水
化
物
）
と
し
て
 

し
か
供
給
し
な
い
食
品
と
は
、
ま
っ
た
 

く
違
う
の
で
す
。
 

場
だ
け
で
行
い
ま
す
。
 

大
特
、
け
ん
引
の
一
種
免
許
は
、
 

福
岡
試
験
場
以
外
で
は
、
試
験
車
持
 

込
み
の
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
 

三
、
受
付
時
間
は
次
の
と
お
り
一
部
変
 

り
ま
す
。
 

o
新
規
免
許
試
験
受
験
者
 

▲
 
新
規
受
験
者
、
午
前
8

時
 30
 

分
、
9

時
 

▲
 

学
科
、
技
能
の
双
方
が
免
除
 

さ
れ
る
人
（
期
限
切
れ
の
人
な
 

ど
）
午
後
1

時
、
1
時
 30 

分
 

o 

再
交
付
申
請
書
、
午
前
8

時
 30
 

分
、
午
後
2

時
（
土
曜
日
は
、
午
 

前
8
時
 30
 

分
、
 10
 

時） 

三
 

位
 

中
学
生
の
部
 

優
 

勝
 

一
 

一
 

位 

三
 

位
 

高
校
生
の
部
 

優
 
勝
 

一一
 

位
 

j

一
 

J
ノ
 

橋
本
 

準
士
 

池
本
 

雅
和
 

加
来
 

剛
 

近
藤
 

央
 

勝
本
 

浩
一
 

A
丑川 

義
一
 

三
 

位
 

関
岡
 

純
孝
 

一
般
無
段
者
の
部
 

優
 

勝
 

原
田
 

正
昭
 

一一
 

位
 

大
庭
 
秀
隆
 

三
 

位
 

田
中
 

清
睦
 

青
年
有
段
者
の
部
 

優
 

勝
 

中
山
 
正
和
 

一一
 

位
 

林
 

志
津
雄
 

三
 

位
 

高
木
彦
太
郎
 

壮
年
有
段
者
の
部
 

優 

位 位 勝 

勝
木
 

一
郎
 

田
島
 

靖
 

岡
本
 

国
義
 

（
敬
称
略
）
 

長
岡
さ
ん
に
「
泳
げ
る
の
か
」
と
聞
く
 

と
「
泳
げ
な
い
」
と
い
っ
た
の
で
、
あ
 

わ
て
て
救
助
し
た
も
の
で
す
。
 

水
泳
に
は
自
信
の
あ
る
久
富
さ
ん
は
 

簡
単
に
岸
に
助
け
あ
げ
ら
れ
る
と
思
い
 

長
岡
さ
ん
に
近
づ
い
た
の
で
す
が
、
な
 

か
ノ
、
思
う
よ
う
に
い
か
ず
い
っ
し
ょ
 

に
沈
み
か
け
た
り
し
ま
し
た
。
奥
さ
ん
 

や
近
所
の
人
達
が
、
竹
を
投
げ
て
応
援
 

そ
の
竹
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
長
岡
さ
ん
 

を
救
助
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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旧

軍

人

恩

給

未

達

者

は

届

け

出

を

 

旧
軍
人
軍
属
で
、
そ
の
在
職
年
数
が
 

す。 

不
足
し
て
い
る
た
め
、
軍
人
恩
給
を
受
 

該
当
者
は
9

月
 30
 

日
ま
で
に
役
場
福
 

給
さ
れ
て
い
な
い
方
々
を
旧
軍
人
軍
属
 

祉
課
ま
で
届
出
く
だ
さ
い
。
 

恩
給
欠
格
者
連
盟
で
調
査
し
て
お
り
ま
 

昭
和
五
十
七
年
度
援
護
業
務
 

移

動

相

談

に

 つ
い
て
 

昭
和
 
57
 

年
唐
援
護
業
務
の
移
動
相
談
 

H
 
障
害
年
金
及
び
遺
族
年
金
等
の
 

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
実
施
致
し
ま
 

じ

 

す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

●つ ほ
 

（
相
談
事
項
）
 

一
、
恩
給
法
に
つ
い
て
 

H
 
旧
軍
人
等
の
加
算
恩
給
及
び
一
 

時
恩
給
等
 

口
 
旧
軍
人
等
の
傷
病
恩
給
等
 

口句《 

口
 
公
務
扶
助
料
の
請
求
等
 

一
一
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
 

に
つ
い
て
 

請
求
等
 

三
、
各
種
弔
慰
 

H
 
特
別
弔
慰
金
及
び
特
別
給
付
金
 

の
請
求
等
 

四
、
叙
位
、
叙
勲
に
つ
い
て
 

五
、
そ
の
他
、
援
護
業
務
全
般
に
つ
い
 

て
 （日 

時） 

9
月
 21
 

日、 

10
 

時
ー
 15
 

時
 30
 

分
ま
で
 

（場 

所） 

田
川
市
役
所
 

行
政
管
理
庁
の
行
政
相
談
を
 

ご
存
じ
で
す
か
？
・
 

行
政
相
談
制
度
は
、
あ
な
た
の
た
め
 

に
国
が
設
け
た
制
度
で
す
。
 

役
所
な
ど
に
か
か
わ
る
仕
事
に
つ
い
 

て
、
わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
 

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
‘
こ
れ
で
は
困
 

る
ノ
な
ど
の
と
き
に
は
行
政
相
談
を
利
 

用
し
ま
し
ょ
う
。
 

き
た
る
 10
 

月
に
は
「
行
政
相
談
週
間
 

」
が
あ
り
ま
す
が
、
当
町
で
は
 10
 

月
 14
 

日
、
福
祉
会
館
で
行
政
相
談
を
開
設
し
 

ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
日
頃
持
っ
て
い
 

る
な
や
み
や
要
望
を
申
し
出
て
く
だ
さ
 

い
。
も
ち
ろ
ん
相
談
費
用
は
無
料
で
、
 

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
 

昭
和
五
十
七
年
度
 

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験
 

・
第
一
次
試
験
日
 

10
 

月
 24
 

日
同
、
8
時
 30
 

分
ー
 17 

時
 

・
受
付
期
間
 

9
月
6

日
囲
ー
 10
 

月
5

日
因
、
8
時
 

30
 

分
ー
 17
 

時
（
土
曜
日
は
 12
 

時
 30
 

分
 

ま
で
）
郵
送
の
場
合
は
、
 
10
 

月
5

日
 

ま
で
の
消
印
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

一
、
採
用
予
定
人
員
 

採
用
人
員
…
警
察
官
B
 

一
二
五
人
 

採
用
時
期
…
昭
和
 58
 

年
4

月
以
降
 

ニ
、
受
験
資
格
 

警
察
官
B

…
昭
和
 30
 

年
4

月
2

日
か
 

ら
昭
和
 40
 

年
4

月
1

日
ま
で
に
生
ま
 

れ
た
男
子
（
た
だ
し
学
校
教
育
法
に
 

昭
和
五
十
八
年
度
 

サ
ン
ケ
ィ
新
聞
奨
学
生
募
集
要
項
 

■
 
応
募
資
格
 

京
阪
神
、
奈
良
、
和
歌
山
、
滋
賀
の
 

大
学
、
専
門
（
専
修
、
各
種
）
学
校
、
 

予
血
咽
校
（
宅
浪
も
可
）
 

（
通
学
を
希
望
 

す
る
 25
 

歳
以
下
の
男
子
。
 

■
 
応
募
方
法
 

①
 
願
書
（
奨
学
会
指
定
）
 

②
 
健
康
診
断
書
 

⑧
 
調
査
書
か
成
績
証
明
書
 

各
一
通
を
事
務
局
へ
郵
送
ま
た
は
持
 

参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

締
め
切
り
 

（
第
一
次
）
 
57
 

年
9
月
 

（
第
二
次
）
 
57
 

年
 12
 

月
 25 30 
日 日 

こ
の
町
の
行
政
相
談
委
員
は
、
公
園
 

通
り
の
桑
野
実
生
さ
ん
で
す
。
 

行
政
相
談
制
度
の
お
問
い
合
わ
せ
は
 

九
州
管
区
行
政
監
察
局
、
行
政
相
談
係
 

へ
、
電
話
 
（
〇
九
二
・
四
三
一
・
七
〇
 

八
一
）
 

（
第
三
次
）
 
58
 

年
2

月
 28
 

日
 

（
第
四
次
）
 
58
 

年
3

月
 31
 

日
 

間
い
合
わ
せ
、
案
内
書
申
し
込
み
先
 

サ
ン
ケ
イ
新
聞
奨
学
会
 

〒
卿
 

大
阪
市
北
区
梅
田
2

丁
目
4
番
 

9
号
 

進
学
は
毎
日
 

奨
学
生
制
度
で
／
 

ー

五

十

八

年

度

生

受

付

中

ー

 

毎
日
新
聞
社
で
は
、
働
き
な
が
ら
自
 

分
の
力
で
進
学
出
来
る
毎
日
奨
学
生
制
 

度
を
設
け
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
大
学
生
、
短
大
学
、
 

専
門
、
各
種
学
校
 

生
に
、
各
コ
ー
ス
 

の
奨
学
生
制
度
を
 

適
用
し
、
必
要
な
 

晋
喜
界
の
貸
与
、
返
 

規
定
す
る
大
学
（
短
大
を
除
く
）
の
 

卒
業
者
、
又
は
昭
和
 58
 

年
3

月
ま
で
 

に
大
学
卒
業
見
込
み
の
者
は
受
験
で
 

き
ま
せ
ん
。
 

三
、
受
験
手
続
 

申
込
用
紙
の
請
求
先
 

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7

号
 

ハT
響

 

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係
 

済
不
要
の
奨
学
金
支
給
の
ほ
か
、
生
活
 

の
一
切
を
保
証
す
る
も
の
で
す
。
 

適
用
地
区
は
福
岡
、
北
九
州
、
東
京
 

大
阪
、
愛
知
、
札
幌
と
そ
の
周
辺
で
す
。
 

現
在
、
来
年
度
の
奨
学
生
を
募
集
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

高
校
三
年
生
及
び
予
備
校
生
の
方
は
 

詳
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
無
料
で
お
送
 

り
し
ま
す
の
で
、
ハ
ガ
キ
で
左
記
に
お
 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
お
申
し
込
み
の
際
に
氏
名
、
 

住
所
の
他
に
電
話
番
号
、
在
学
校
（
出
 

身
校
）
進
学
志
望
校
と
書
き
添
え
て
く
 

だ
さ
い
。
 

〒
飢
 

北
九
州
市
小
倉
北
区
紺
屋
町
 

('u 1
 ?
1
 

毎
日
新
聞
西
部
本
社
内
 

毎
日
育
英
会
広
報
係
 

電
話
〇
九
三
 
（
五
四
一
）
 
三
一
三
一
 

（
内
線
四
八
一
）
 

報
 

広
 

ほうじょう 
(134 L ) 
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